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明治38.10.23（1905） 松本尋常高等小学校男子部に時局資料および各種寄贈資料を陳列するため時局室を設ける。（コラム1） 

明治39. 4. （1906） 三村寿八郎校長の指示により時局室の代替として校地内で別棟建設に着手する。 

9.21 明治三十七、八年戦役紀念館が竣工し、開館式をおこなう。 

9.22 明治三十七、八年戦役紀念館を一般に開放、この日1,038人の来館がある。 

明治44. 8.11（1911） 松本城下町模型製作に着手、12月27日に完成する。 

明治45. 6. 2（1912） 『明治三十七、八年戦役紀念館一覧』（明治39初版）を『明治三十七、八年戦役紀念館』として増補する。 

大正 6. 7. 8（1917） 紀念館修繕工事を実施する。 

大正 8. 2. （1919） 『明治三十七、八年戦役紀念館』を『松本紀念館』として増補し、以後昭和12年（18版）まで増補を重ねる。 

昭和 3.10. （1928） 開智部改築に伴い表門付近へ移転する。 

昭和 6. 6. 1（1931） 松本市の管理となる。 

昭和12. 9. （1937） 二の丸の旧松本中学校校舎に移転のため、改修工事に着手する。 

昭和13. 4. （1938） 河野齢蔵、新館のロックガーデン建設に着手する。（コラム2） 

4.19 松本紀念館使用条例を制定する。 

9.17 松本記念館として二の丸に有料開館する。観覧料は10銭（松本城10銭、共通15銭）。 

昭和18. 4. （1943） 松本青年学校の移転計画により、記念館の天守閣移転が決定されるが、中止となる。 

12. 記念館建物の一部を青年学校が使用する。 

昭和19. 4. 1（1944） 記念館建物に松本市立女子商業学校が併設される。 

9. 再び移転計画が持ち上がるがとりやめとなる。 

昭和20. 5.22（1945） 記念館を閉館し、収蔵品の疎開を始める。 

9. 終戦とともに疎開品の戻しが始まる。同時に郷土博物館および山岳博物館、岳麓林園設置を 
巡って池上隆祐、一志茂樹、岡 茂雄らと市との協議が繰り返される（昭和22年まで続く）。 

昭和21.10. 1（1946） 一般公開を再開する（12月3日より日計簿を再開）。 

昭和22. 1.28（1947） 松本史談会「博物館設置ニ関スル意見書」を市議会に提出する。 

4. 1 松本記念館を改め松本博物館となる。 

7. 1 一志茂樹が館長に就任し、地蔵清水への移転準備の指揮にあたる。 

7.19 閉館し、移転作業と資料整理にとりかかる。 

7.24 地蔵清水の旧松本市立中学校校舎に移転が完了する。 

昭和23. 2.11（1948） 山岳・民俗・考古・歴史・教育の5部門をもつ総合博物館として松本市立博物館が開館する。 

4.23 松本市立博物館条例を制定し、松本城の管理（昭和33年12月まで）を職務に加える。 

昭和27. 1. （1952） 市立博物館所在の土地が日本銀行移転用地として売却される。 

1.31 中信美術会、松本史談会（2月17日）博物館移転新築の陳情を行う。 

4.17 中山考古館とともに文部省告示により博物館相当施設の第一次指定を受ける。 

7.21 博物館法により県内初の登録博物館に登録される。 

11. 3 二の丸への再移転が完了し開館、記念式典を挙行する。 

12.26 松本市立博物館条例を改正する。 

昭和28. 4. 1（1953） 博物館庶務規定を定め、総務、普及、学芸、公園の四室を置く。 

8. 小動物園計画の一環として熊舎を設置する。（コラム3） 

10. 第 4回信濃講座を開催する。 

12.11 長野県博物館研究協議会秋季大会を松本市立博物館で開催する。 

昭和32. 9.22（1957） 「松本の歴史展」（博物館開館50周年記念・表紙掲載写真を参照）を開催する。 

昭和33.12.24（1958） 城郭係（昭和30から設置）を廃し、松本城管理事務所を設置する。 

昭和36. 3.31（1961） 重要民俗資料収蔵庫が竣工する。 

昭和41. 4. 1（1966） 博物館を（財）日本民俗資料館に寄附する。（分館、附属施設、重要民俗資料収蔵庫、収蔵資料の一部はのぞく） 

8. 新館建設のため休館、小動物園を蚕糸公園に移転する。 

昭和42.10.10（1967） 日本民俗資料館竣工、18日竣工式を挙行する。 

昭和43. 4.20（1968） 日本民俗資料館が開館する。（コラム4） 

昭和55. 6. 1（1980） 時計博物館（昭和49年から）を廃し、日本民俗資料館内に展示替えする。 

昭和56.10. 1（1981） 松本城との共通券を主体とした料金体系に切り替える。 

昭和58.10. 1（1983） （財）日本民俗資料館を（財）松本市教育文化振興財団に発展解消する。 

昭和59. 8. 1（1984） 館ニュース「あなたと博物館」を創刊する。 

平成11. 9.21（1999） 9月21日を「松本市博物館の日」に制定する。 

平成12. 6. （2000） 「松本まるごと博物館構想」を策定する。 

平成14. 4.20（2002） 松本市美術館の開館により、美術展示を廃止する。 

9. 1 松本市時計博物館の開館により、古時計展示を廃止する。 

平成15. 3. 8（2003） 常設展示を全面的にリニューアルする。 

平成17. 4. 1（2005） 日本民俗資料館を解消、施設を松本市に寄附し、再び松本市立博物館とする。 

平成18. 7.29（2006） 博物館開館100周年記念特別展「博物館100年モノ語り」を開催する。 

9.21 博物館開館100周年記念式典を挙行する。 
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